
 

【
作
者
】
佐
々
友
房
（
一
八
五
四
～
一
九
〇
六
年
）
旧
熊
本
藩
士
、
安
政
元
年
生
ま
れ
。
明
治
の
政
治
家
。
青
雲
の
志
強
く
明
治
８

年
東
京
に
出
て
政
治
の
動
向
に
着
目
、
征
韓
論
破
れ
る
や
西
郷
隆
盛
に 

従
い
鹿
児
島
に
帰
伏
し
、
西
南
の
役
（
明
治
十

年
）
に
西
郷
軍
に
従
い
、
敗
れ
て
囚
と
な
る
。
創
傷
治
療
の
た
め
郷
里
に
帰
り
、
済
済
黌
（
せ
い
せ
い
こ
う
）
を
設
け
て

子
弟 

の
教
育
に
当
た
る
。
明
治
二
十
三
年
第
一
回
衆
議
院
議
員
と
な
り
政
界
で
活
躍
し
た
。「
時
勢
論
」「
戦
袍
日
記
」
の

書
が
あ
る
。
明
治
三
十
九
年
没
す
。
年
五
十
三
歳
。 

 



  

【
語
釈
】
＊
君
不
見
…
皆
さ
ん
は
ご
存
知
で
し
ょ
う
。 

＊
吉
次
峠
…
熊
本
県
の
西
北
に
あ
っ
て
植
木
・
田
原
（
た
ば
る
）
と
共
に
西
南
の
役
で
官
軍
と
薩
摩
軍
が
激
戦 

、 

十
八
昼
夜
に
及
ん
だ
古
戦
場
。 

＊
突 

兀
…
高
く
突
き
出
て
い
る
姿
。 

 

＊
摩 

空
…
空
に
ま
で
の
び
る
よ
う
に
。 

＊
崢 

嶸
…
高
く
け
わ
し
い
。 

深
く
危
険
な
さ
ま
。 

 

＊
一 

朝
…
に
わ
か
に
。 

ひ
と
た
び
。 

＊
鴻 

毛
…
鳥
の
毛
。 

き
わ
め
て
軽
い
た
と
え
。 

 
 

＊
吶
喊
聲
…
と
き
の
声
。
突
撃
の
声
。 

＊
巨 

砲
…
大
砲
の
こ
と
。 

 

＊
乾 

坤
…
天
地
。 

 
 

＊
皎 

月
…
明
る
く
冴
え
た
月
。 

【
通
釈
】
皆
さ
ん
は
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。
吉
次
峠
の
険
し
い
こ
と
は
城
の
険
し
さ
よ
り
も
っ
と
険
し
く
、
頂
上
は
大
空
に
突
き
出

て
天
に
達
す
る
よ
う
で
あ
り 

、
路
の
険
し
く
深
い
こ
と
を
。 

 
 
 
 

高
瀬
川
は
靄
に
つ
つ
ま
れ
、
三
の
嶽
の
頂
上
に
は
我
軍
の
旗
が
風
に
な
び
い
て
い
る
。 

 
 
 
 

一
た
び
敵
襲
の
知
ら
せ
が
伝
わ
り
、
何
ほ
ど
も
な
か
ろ
う
と
笑
っ
て
待
っ
て
い
る
と
、
忽
ち
千
軍
万
馬
の
声
を
聞
い
た
。 

 
 
 
 

硝
煙
は
雲
の
よ
う
に
な
っ
て
あ
た
り
に
た
ち
こ
め
、
弾
は
雨
の
よ
う
に
ふ
り
そ
そ
ぎ
、
勇
ま
し
い
兵
士
た
ち
は
我
が
命
を

鳥
の
毛
よ
り
も
軽
い
も
の
と 

思
わ
れ
る
ほ
ど
勇
戦
奮
闘
し
た
の
で
あ
る
。 

 
 
 
 

突
撃
の
声
は
砲
声
と
共
に
響
き
、
山
も
谷
も
叫
び
吼
え
る
よ
う
に
天
地
に
轟
き
渡
っ
た
。 

 
 
 
 

や
が
て
砲
声
も
や
み
松
に
吹
く
風
の
音
も
し
ず
か
に
、
一
輪
の
月
が
明
る
く
輝
き
、
戦
い
終
っ
た
陣
営
を
照
ら
す
の
で
あ

っ
た
。 

【
備
考
】
こ
の
詩
は
、
明
治
十
年
西
南
の
役
に
熊
本
軍
を
率
い
て
各
地
に
転
戦
し
た
作
者
が
、
吉
次
峠
か
ら
田
原
坂
付
近
に
お
け
る

激
戦
の 

状
況
を
詠
じ
た
も
の
で
あ
る
。 


